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松山市ＰＰＰ/ＰＦＩ手法の導入等の取組み方針 

 

平成２９年３月２３日 策 定 

令和５年１１月２１日 一部改訂 

令和８年４月２２日 一部改訂 

 

公共施設等の整備等に多様なＰＰＰ/ＰＦＩ手法の導入等を検討するための取組み方針を次のよ

うに定める。 

 

第１章 総則  

 

一. 目的 

本方針は、公共施設等の整備等に当たり、ＰＰＰ/ＰＦＩ手法の導入を優先的に検討する仕組

みに関する事項や民間提案制度について定めることにより、新たな事業機会の創出や民間投

資の喚起を図り、効率的かつ効果的に社会資本を整備するとともに、市民に対する低廉かつ

良好なサービスの提供を確保し、もって地域経済の健全な発展に寄与することを目的とする。 

 

二. 定義 

本方針において、次に掲げる用語の意義は、それぞれ次に定めるところによる。 

 

イ) ＰＦＩ法 民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法

律（平成１１年法律第１１７号） 

ロ) 公共施設等 ＰＦＩ法第２条第１項に規定する公共施設等 

ハ) 公共施設整備事業 ＰＦＩ法第２条第２項に規定する公共施設等の整備等に関する事業 

ニ) 利用料金 ＰＦＩ法第２条第６項に規定する利用料金 

ホ) 運営等 ＰＦＩ法第２条第６項に規定する運営等 

ヘ) 公共施設等運営権 ＰＦＩ法第２条第７項に規定する公共施設等運営権 

ト) 整備等 建設、製造、改修、維持管理若しくは運営又はこれらに関する企画

をいい、国民に対するサービスの提供を含む。 

チ) 優先的検討 本方針に基づき、公共施設等の整備等の方針を検討するに当たっ

て、多様なＰＰＰ/ＰＦＩ手法の導入が適切かどうかを、自ら公共施

設等の整備等を行う従来型手法に優先して検討すること。 

リ) 指針 「多様なＰＰＰ/ＰＦＩ手法導入を優先的に検討するための指針」（平

成２７年１２月１５日民間資金等活用事業推進会議決定） 

ヌ) 民間提案制度 ＰＦＩ法第６条第１項に規定する民間事業者が公共施設等の管理者

等に対して特定事業を提案すること。 
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三. 対象とするＰＰＰ/ＰＦＩ手法 

本方針の対象とするＰＰＰ/ＰＦＩ手法は次に掲げるものとする。 

 

イ) 民間事業者が公

共施設等の運営

等を担う手法 

 

公共施設等運営権方式 

指定管理者制度 

包括的民間委託 

O（運営等Operate）方式 

ロ) 民間事業者が公

共施設等の設計、

建設又は製造及

び運営等を担う

手法 

 

BTO方式（建設 Build-移転 Transfer-運営等Operate） 

BOT方式（建設 Build-運営等Operate-移転 Transfer） 

BOO方式（建設 Build-所有Own-運営等Operate） 

DBO方式（設計Design-建設 Build-運営等Operate） 

RO方式（改修 Renovate-運営等Operate） 

ESCO（Energy Service Company） 

ハ) 民間事業者が公

共施設等の設計

及び建設又は製

造を担う手法 

BT方式（建設 Build-移転 Transfer）（民間建設買取方式） 

民間建設借上方式及び特定建築者制度等（市街地再開発事業の特

定建築者制度、特定業務代行制度及び特定事業参加者制度並びに

土地区画整理事業の業務代行方式をいう。以下同じ。） 
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第２章 優先的検討  

 

一. 開始時期 

新たに公共施設等の整備等を行うために基本構想、基本計画等を策定する場合及び公共

施設等の運営等の見直しを行う場合のほか、次に掲げる場合その他の公共施設等の整備等

の方針を検討する場合に、併せて優先的検討を行うものとする。 

 

イ) 松山市公共施設等総合管理計画に基づく「個別施設計画」の策定又は改定を行うとき 

ロ) 「公営企業の経営に当たっての留意事項について」（平成２６年８月２９日総務省自治財政

局通知）第２の「経営戦略」の策定又は改定を行うとき 

ハ) 第二号に掲げるもののほか、公営企業の経営の効率化に関する取組を検討する場合 

ニ) 未利用資産等の有効活用を検討する場合 

ホ) 公共施設等の集約化又は複合化等を検討する場合 

 

二. 対象とする事業 

次のイ及びロに該当する公共施設整備事業を優先的検討の対象とする。 

 

イ) 次のいずれかに該当する事業その他民間事業者の資金、経営能力及び技術的能力を活

用する効果が認められる公共施設整備事業 

① 建築物又はプラントの整備等に関する事業 

② 利用料金の徴収を行う公共施設整備事業 

 

ロ) 次のいずれかの事業費基準を満たす公共施設整備事業 

① 事業費の総額が１０億円以上の公共施設整備事業（建設、製造又は改修を含むも

のに限る。） 

② 単年度の事業費が１億円以上の公共施設整備事業（運営等のみを行うものに限

る。） 

 

ハ) 対象事業の例外 

次に掲げる公共施設整備事業を優先的検討の対象から除くものとする。 

① 既にＰＰＰ/ＰＦＩ手法の導入が前提とされている公共施設整備事業 

② 競争の導入による公共サービスの改革に関する法律（平成１８年法律第５１号）に

基づく市場化テストの導入が前提とされている公共施設整備事業 

③ 民間事業者が実施することが法的に制限されている公共施設整備事業 

④ 災害復旧事業等、緊急に実施する必要がある公共施設整備事業 
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三. 適切なＰＰＰ/ＰＦＩ手法の選択 

イ) 採用手法の選択 

市は、優先的検討の対象となる公共施設整備事業について、次の四の検討に先立って、

当該事業の期間、特性、規模等を踏まえ、当該事業の品質確保に留意しつつ、最も適切な

ＰＰＰ/ＰＦＩ手法（以下「採用手法」という。）を選択するものとする。 

この場合において、唯一の手法を選択することが困難であるときは、複数の手法を選

択できるものとする。 

 

ロ) 評価を経ずに行う採用手法導入の決定 

市は、採用手法が次に掲げるものに該当する場合には、それぞれ次に定めるところに

より、当該採用手法の導入を決定することができるものとする。 

 

① 指定管理者制度 次の四のイ）簡易な検討及びのロ）

詳細な検討の省略 

② 当該事業が施設整備業務の比重の大きいもの

又は運営等の業務内容が定型的なものに該当する

場合における BTO方式 

次の四のイ）簡易な検討を省略し、

ロ）詳細な検討を実施 

③ 民間事業者からＰＰＰ/ＰＦＩに関する提案がある

場合であって、当該提案において、従来型手法に

よる場合と採用手法を導入した場合との間での費

用総額の比較等の客観的な評価により、当該採用

手法の導入が適切であるとされている場合におけ

る当該採用手法 

次の四のイ）簡易な検討を省略し、

ロ）詳細な検討を実施 
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四. 最適な手法の検討 

イ) 簡易な検討 

市は、別紙１のＰＰＰ/ＰＦＩ手法簡易定量評価調書により、自ら公共施設等の整備等を行

う従来型手法による場合と、採用手法を導入した場合との間で、次に掲げる費用等の総

額（以下「費用総額」という。）を比較し、採用手法の導入の適否を評価するものとする。 

三において複数の手法を選択した場合においては、各々の手法について費用総額を

算定し、その最も低いものと、従来型手法による場合の費用総額との間で同様の比較を

行うものとする。 

① 公共施設等の整備等（運営等を除く。）の費用 

② 公共施設等の運営等の費用 

③ 民間事業者の適正な利益及び配当 

④ 調査に要する費用 

⑤ 資金調達に要する費用 

⑥ 利用料金収入 

 

ロ) 詳細な検討 

市は、イの簡易な検討において採用手法の導入に適すると評価された公共施設整備事

業を対象として、専門的な外部コンサルタントを活用するなどにより、要求水準、リスク分

担等の検討を行った上で、詳細な費用等の比較を行い、自ら公共施設等の整備等を行う

従来型手法による場合と、採用手法を導入した場合との間で、費用総額等の定量指標及

び定性指標を比較し、採用手法の導入の適否を評価するものとする。 

 

ハ) サウンディング型市場調査による定性評価 

市は、イ、ロのいずれかの段階において、類似事例の調査や、サウンディング型市場調

査による民間事業者への意見聴取の結果を踏まえ、公共施設等の整備及び運営等にお

ける公的負担の抑制について定性指標を比較し、採用手法の導入の適否を評価するもの

とする。 

なお、事業によっては、イ、ロのいずれの段階においてもサウンディング型市場調査の

実施による定性評価が必要になる場合がある。 

 

五. 評価結果の公表 

四の検討による評価を実施した際には、適切な時期に評価の結果をインターネット上で公

表するものとする。なお、公表する情報は、当該公共施設整備事業の予定価格又は算出根拠

等の推測につながらないように配慮するものとする。 
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第３章 民間提案制度  

 

公共施設の整備等の事業について、従来の手法にとらわれず、広く民間のアイディアやノウハウ

を活用しながら、市民サービスの向上や財政負担の軽減等を推進していく。 

 

一. 提案にかかる条件 

イ) 提案できる者 

① 個人からの提案は対象外とする。 

② 提案する事業内容の遂行が可能な団体（民間事業者、共同企業体、大学・研究機関、

NPO法人等の法人等）からの提案を受け付ける。 

 

ロ) 提案の内容 

① 事業費の総額が１０億円以上の公共施設整備事業（建設、製造又は改修を含むもの

に限る。） 

② 公共施設等の整備等において、財政負担の軽減や市民サービスの向上などが図ら

れる内容であること。 

③ 未利用地の有効活用が図られる内容であること。 

④ ＰＰＰ/ＰＦＩ手法（本方針１三の対象手法）で行われる事業であること。 

⑤ 対象施設の大規模改修や建替え等が計画されており、かつ、提案内容が当該計画に

沿うものであること。 

⑥ 実現可能性のある内容やスケジュールであること。 

 

ハ) 提案方法 

提案を行うためには、事前相談が必要である。市は提案者と面談し、事業内容を聞き

取りした上で、提案条件を満たしているか判断することとする。 

提案条件を満たしている場合は、提案書を提出する。提案書の提出をもって、事業提

案があったものと取り扱う。 

 

ニ) 特記事項 

提案者及び提案内容が、次のいずれかに該当する場合は、提案を受け付けない。 

① 法令や公序良俗、本市の施策や条例・規則等に反する場合 

② 政治、宗教、選挙活動を目的とする場合または関連性の要素がある場合 

③ 公共性・公平性に問題がある場合 

④ 営利が主たる目的であるなど、提案者の直接的な営業又は広告宣伝のみを目的と

する場合 

⑤ 関係法令に基づき事業に必要な許可・登録等を受けていない場合 

⑥ その他、提案者が以下の事項に該当するなど、本市が連携を行うことがふさわしく

ないと認められる場合 

(ア) 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項の規定に該当

する 
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(イ) 松山市建設工事等請負業者入札参加資格停止措置要綱に基づき、入札参加資

格停止措置期間中にある 

(ウ) 国税及び地方税を滞納している 

(エ) 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）及び民事再生法（平成１１年法律第２２５

号）の更生・再生手続き中にある 

(オ) 松山市暴力団排除条例（平成２２年条例第３２号）第２条第３号に規定する暴力

団員等に関係する以下の者でないこと 

(a) 暴力団員等（役員等（業務を執行する社員、取締役、執行役若しくはこれら

に準じる者又は相談役、顧問その他いかなる名称を有する者であるかを

問わず、法人に対し業務を執行する社員、取締役、執行役若しくはこれら

に準じる者と同等以上の支配力を有するものと認められる者をいう。以

下同じ。）がこれに該当する場合を含む。） 

(b) 暴力団員等でなくなった日から５年を経過しない者（役員等がこれに該当

する場合を含む。） 

(c) 暴力団員等又は(b)に掲げる者がその事業活動を支配する者（役員等が

これに該当する場合を含む。） 

 

二. 提案までの流れ 

イ) 事前相談の申込み 

事業提案にあたっては、まず市に事前相談の申込みを行い、面談の日程を調整する。

面談は、対面又はオンラインでの実施とする。 

また、事前相談の申込み及びその後の協議や提案等にかかる費用は全て提案者の負

担とする。 

 

ロ) 面談の実施 

提案内容の詳細について、面談により聞取りを行うこととする。 

 

ハ) 情報の提供 

面談を行う中で、より熟度の高い提案のために必要と判断された場合は、市が保有す

る情報を提供するものとする。 

ただし、提供する情報は事業内容に関連し、かつ、市が提供することが適切と判断され

たものに限る。 

  



- 8 - 

ニ) 提案書の提出 

事前相談の結果、内容等が提案条件を満たしていると判断された場合は、提案書を受

け付けることとする。提案書の受付は、提案についての契約合意となるものではなく、提

案への対応や実現に対し、本市が法的義務を負うものではない。 

なお、提案書は以下の事項を記載された任意様式又は別紙２により提出する。 

① 事業概要 

② 事業スキーム（図） 

③ リスク分担 

④ 概算事業費 

⑤ 事業実施による効果 

⑥ 市内業者の参画に関する考え方 

 

ホ) 特記事項 

面談及び提案により、一般には公開されていない秘密情報が生じた場合や個人情報

の取扱いを伴う場合は、関係法令や社会通念に基づき、厳密かつ適正に取り扱うものと

する。なお、提案者によって生じた秘密情報や個人情報の取扱いに関するトラブルにつ

いて、本市に故意又は重大な過失がある場合を除き、本市は一切の責任を負わない。 

また、提案内容が第三者の有する知的財産を侵害し、第三者に対して損害を賠償又は

必要な措置を講じなければならないときは、提案者がその賠償額を負担するなど必要な

措置を講じることとする。 

 

三. 提案の審査 

イ) 審査手続き 

提案された事業内容をもとに実施方針を策定することが適当か否か審査するが、対象

施設の整備等の必要性・妥当性や、財政に及ぼす影響、市内業者の参画などから総合的

に評価し、必要に応じて、ヒアリングの実施や、追加資料の要請を行うものとする。 

評価にあたって、提案者の持つ知的財産の保護には十分留意するが、必要に応じて提

案内容を事業担当部局等と共有し、また外部有識者等の第三者の意見を聴取できるも

のとする。 

 

ロ) 審査結果 

審査の結果は以下の四通りとする。 

① 提案実施 提案のとおり実施方針を策定する 

② 条件付き実施 内容変更や条件を提示し、市と提案者が合意できれば実施方針

を策定する 

③ 継続協議 提案内容の課題等を引き続き協議していく 

④ 不採用 事業として適切ではなく、実施方針は策定しない 
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ハ) 審査結果の公表 

提案内容の審査結果については、講評を付した上で、提案者に通知するとともに、イン

ターネット上で公表するものとする。 

結果の公表にあたっては、提案者の持つ知的財産の保護に配慮するため、公表資料の

内容を事前に提案者に確認するものとする。 

 

四. 提案の取扱い 

提案事業を実施する場合において、提案者が必ずしも事業実施主体等になるものではない。

法令や規則等に基づき、改めて公募等の手続きを行い、事業実施主体等を決定することとす

る。 

 

五. 受付窓口 

事業提案に係る市の窓口は下記のとおりとする。 

 

松山市役所 理財部 管財課 

 

 

電話 ： ０８９-９４８-６９４６ 

FAX： ０８９-９３４-１９０９ 

Mail： kanzai@city.matsuyama.ehime.jp 
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第４章 サウンディング型市場調査  

 

公共施設等の整備・維持管理・運営のほか、未利用地の有効活用等における民間活力の導入に

ついては、民間事業者との対話の積極的な実施を通して、適否を検討する。 

 

一. 調査の目的等 

イ) 目的 

事業の企画・立案～事業化の各段階で、民間事業者との意見交換を通して、アイディア

や要望、市場性の有無や参画しやすい条件を把握するほか、行政だけでは気づきにくい

課題を発見することで、事業の実現可能性を高めることを目的に実施する。 

また、公募開始前に市の方針や条件等の情報を発信することで、民間事業者の準備期

間の前倒しや理解の促進につながり、参入意欲の向上も期待できる。 

 

ロ) 手法 

調査の実施方法としては、主に以下の四通りが考えられる。 

① オープン方式 

複数の事業者が一堂に会し、同時に意見交換する方式。実務の省略

や時間の短縮が可能になるが、競合相手が同席していると、具体的

なノウハウや提案を開示してもらえない。 

② クローズ方式 

事業者と１対１で意見交換する方式。具体的な提案など率直な意見

が出やすく、効果的であるが、開示する情報の公平性等には留意す

る必要がある。 

③ アンケート方式 

書面やＷｅｂを通じて意見聴取を行う形式。短時間に多くの事業者

の意見を聞くことができる一方、双方の意図が十分に伝わらない可

能性がある。 

④ トライアル方式 

市の土地・建物（行政財産/普通財産を問わず）を暫定利用してもら

いながら意見交換する方式。実際に施設等を使うことで、集客性や

採算性が具体的な数字として把握できるほか、アンケート等を通し

て利用者（市民）の意見を聞くことが可能となる。 
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二. 調査の実施時期 

官民対話は次に掲げる段階において実施することが望ましい。 

① 事業の構想段階（企画・立案） 

構想段階で、従来手法の問題点や課題を指摘してもらうとともに、他市での導入事

例や実績、新たな手法の提案を通して、導入可能性のある事業手法を洗い出すことが

できる。 

なお、ＰＰＰ/ＰＦＩにおいては、第２章四.「最適な手法の検討」の段階でサウンディン

グ型市場調査を実施し、定性評価により導入の適否を検討する。 

 

② 事業化の検討段階（公募条件整理） 

検討段階で、事業範囲や期間、参加資格者要件等について意見交換を行うことで、

実現性の高い公募条件を整理することが可能となる。 

また、市の方針等を情報発信することで、事業者の参入意欲を高めることができる。 

 

三. 調査の流れ 

イ) 実施要領の作成 

調査の実施要領を作成し、市ホームページで公表する。なお、実施要領には少なくとも

次の事項を記載する。 

① 施設等の現状・課題、調査の目的 

② 対話する項目 

③ 施設等の基本情報 

④ 応募資格 

⑤ 現地見学会の実施の有無 

⑥ 対話の実施方法 

 

ロ) 公募開始・受付 

対話への参加を希望する事業者からのエントリーを受け付け、応募資格等に問題がな

ければ、対話の日程とともに相手方に回答する。 

 

ハ) 現地見学会の実施 

より具体的な意見・提案を求めるために必要な場合は、事務局立ち会いのもとでの現

地見学会を実施することが望ましい。なお、参加者一括で実施するか、個別実施するかは

案件ごとに判断する。 
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ニ) ヒアリングシート（提案書）の事前提出 

事業者の意見を把握し、対話を円滑に進行するために、事前にエントリーシート等を提

出してもらう。ただし、民間事業者に過度な負担を強いることがないよう、項目は必要最

小限とすることが望ましい。 

また、対話の前提条件となるような事項や、市内部で検討中の事項を、参加申込みが

あった事業者に限定して開示することで、サウンディングへの参加意欲の向上や、より具

体的かつ活発な意見交換につながることが期待できる。 

 

ホ) 対話の実施 

対話では、事業者から意見や提案を求めるだけでなく、市の方針や検討状況等を可能

な範囲で開示し、活発な意見交換を行うことが効果的である。 

なお、特定の事業者にのみ情報を開示することは厳に慎み、公平性・透明性の確保に

十分に留意する必要がある。 

 

ヘ) 結果の公表 

対話終了後、対話によって得られた意見・提案や課題等の概要を、市ホームページで公

表する。なお、民間事業者のノウハウを保護するため、参加者名やノウハウに関係する内

容は非公開とする。 

 

 

 

 

 

 

 

【改訂履歴】 

平成２９年３月２３日 策定 

令和５年１１月２１日 一部改訂：第３章の追加 

令和８年４月２２日 一部改訂：第２章四の変更、第４章の追加 
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別紙１ 

 

ＰＰＰ/ＰＦＩ手法簡易定量評価調書 

 

 従来型手法 

（公共施設等の管理者等が自ら

整備等を行う手法） 

採用手法 

（候補となるＰＰＰ/ＰＦＩ手法） 

整備等（運営等を

除く。）費用 
  

＜算出根拠＞   

運営等費用   

＜算出根拠＞   

利用料金収入   

＜算出根拠＞   

資金調達費用   

＜算出根拠＞   

調査等費用   

＜算出根拠＞   

税金   

＜算出根拠＞   

税引後損益   

＜算出根拠＞   

合計   

合計（現在価値）   

財政支出削減率   

その他 

（前提条件等） 
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ＰＰＰ/ＰＦＩ手法簡易定量評価調書記載の根拠 

 

（１） 従来型手法による場合の費用（PSC）の算定根拠 

公共施設等の整備等（運

営等を除く。）の費用 

 

公共施設等の運営等の費

用 

 

民間事業者の適正な利益

及び配当 

 

調査に要する費用 

 

 

資金調達に要する費用 

 

 

利用料金収入 

 

 

 

（２） 採用手法を導入した場合の費用の算定根拠 

公共施設等の整備等（運

営等を除く。）の費用 

 

公共施設等の運営等の費

用 

 

利用料金収入 

 

 

資金調達に要する費用 

 

 

調査に要する費用 

 

 

税金 

 

 

民間事業者の適正な利益

及び配当 

 

 

（３） その他の仮定 

事業期間  

割引率  
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別紙２ 

ＰＰＰ/ＰＦＩ手法による事業提案書 

 

[提出日]   年  月  日 

[提案者] 代表者： 

 その他： 

[連絡先] 企業名： 

 担当者： 

 電話番号： 

 

（１）事業概要 

事業名  

 

対象施設  

 

事業方式  

 

事業類型  

 

事業内容 

/コンセプト 

 

 

 

スケジュール [基本構想]   年間 

[設計施工]   年間 

[管理運営]   年間 

 

 

（２）事業スキーム（図） 
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（３）リスク分担 

想定されるリスク ① 

② 

対処方法 ① 

② 

法的な課題  

 

（４）概算事業費 

■設計・建設費 

項目 金額 

設計費  千円 

  千円 

 小計 千円 

建設費  千円 

  千円 

 小計 千円 

その他  千円 

  千円 

 小計 千円 

合計 千円 

 

■資金調達区分 

項目 金額 項目 金額 

国庫補助等 千円 一般財源 － 

起債 千円 民間資金 千円 

  合計 千円 

 

■維持管理・運営費 

項目 金額 

設計費  千円 

  千円 

 小計 千円 

建設費  千円 

  千円 

 小計 千円 

その他  千円 

  千円 

 小計 千円 

合計 千円 
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■資金調達条件 

補助等 名称  

 補助率当    ％ 

起債 名称  

 利率    ％ 

 償還期間    年（うち据置  年） 

 償還方法  

 充当率    ％ 

民間資金 名称  

 利率    ％ 

 返済期間    年（うち据置  年） 

 返済方法  

 設定根拠  

 

■公租公課 

項目 税率 備考 

消費税及び地方消費税 ％  

固定資産税 ％  

都市計画税 ％  

不動産取得税 ％  

事業所税 ％  

法人税等（実効税率） ％  

 

■公共施設等の管理者の負担 

項目 金額 算出根拠 

アドバイザリー費用 千円  

直接協定支援費用 千円  

モニタリング費用（設計施工） 千円  

モニタリング費用（管理運営） 千円  

 

■その他 

項目 数値 算出根拠 

割引率 ％  

物価上昇率 ％  

リスク調整値   
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（５）事業実施による効果 

想定される効果 

□ 公共サービスの向上 

□ 公共施設等の魅力向上 

□ 公共施設等の収益・集客性の向上 

□ 地域貢献・地域経済の活性化 

□ 行政の効率化・財政負担の軽減 

□ その他（                     ） 

※上記の内容について具体的に記載 

 

（６）市内業者の参画に関する考え方 

市内業者が提案事業に参画する可能性の有無 

 □ あり  □ なし 

「あり」の場合 

 □ 設計業務  □ 建設業務  □ 維持管理業務  □ 運営業務 

※上記の内容についての具体的に記載（業者の固有名詞は記載しなくてよい） 

 


